
結果概要

4～6月期の景況

・ 景況感は4四半期連続で改善したが、改善幅は小さい。
・ DIは依然としてマイナス。リーマンショック時をやや上回る水準にとどまっている。
・ 機械器具部品の改善、自動車部品の悪化が目につく。
・ 売上額・収益は、ともに製造業で上向きに転じている。
・ 残業時間は製造業で増加。非製造業では減少傾向が弱まっている。
・ 人手余剰感は残っているが、緩和されつつある。設備の過剰感は依然残っている。

7～9月期の見通し

・ 景況感の見通しは横這い。今後の経済情勢を懸念し、先行き慎重な見方が大勢。
・ 人手と設備の過剰感は引き続き緩和傾向に。
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〔全産業〕

・ 企業の景況感を表す業況判断DI（業況を

「良い」と答えた企業の割合から「悪い」

と答えた企業の割合を差し引いた値）

はマイナス45.2となり、前期（1～3月

期・マイナス46.6）に比べ1.4ポイント

改善した。改善は4四半期連続だが、改

善の幅は小さい。

・ 機械器具部品、食料品、サービス業などが10ポイント以上改善したが、自動車部品、運輸業、

建設業などが悪化し、それを打ち消す格好となった。全体として景況感は横這いで推移した。

・ DIのマイナス幅は依然として大きく、リーマンショックで景気が急減速した2008年10～12月期

（マイナス50.8）をやや上回る水準にとどまっている。

・ 7～9月期の業況判断見通しDIはマイナス45.8と、ほぼ横ばいの見通しとなっている。

・ 欧州の財政不安や為替の円高などの影響、あるいは回復の遅れている家計所得や雇用情勢の影

響を懸念する声もでており、先行き慎重な見方が大勢を占めている。

〔製造業〕

・ 業況判断DIはマイナス39.2。前期（マイナス40.9）に比べ1.7ポイント改善した。

・ DIの水準は依然として低く、全業種が水面下の状態にある。

・ 自動車部品を除くほとんどの業種でDIが改善。機械器具部品や食料品の改善幅が比較的大きい。

・ 機械器具部品は、機械受注（とくに外需）の好調に支えられた面があり、景況感の底入れがみ

られる。ただし、水準はまだ低い。

・ 自動車部品の悪化は、トヨタ自動車のリコール問題に絡む在庫調整の影響が多少出たのではな

いか。

・ 業況判断見通しDIはマイナス39.8。0.6ポイントの悪化が見込まれている。
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〔非製造業〕

・ 業況判断DIはマイナス50.2。前期（マイナス51.4）に比べ1.2ポイント上昇し、3四半期連続の改

善となった。

・ 製造業と同様に景況感の水準は低く全業種が水面下にある。

・ サービス業と小売業の改善が目に付く。サービス業はとくに機械設備のメンテナンスなど法人

向けサービスが改善、個人向けサービスは一部を除き低調な状態が続いている。

・ 建設業のマイナス64.7は過去最悪値。民間建築・公共工事ともに受注量が増えず、競争激化の

なかで請負価格の低下傾向に歯止めがかかっていない。

・ 業況判断見通しDIはマイナス50.8と、0.6ポイントの悪化が見込まれている。

〔全産業〕

・ 前年同期比売上額DI（売上額が前年同期と比べ「増加」したと答えた企業の割合から「減少」

したと答えた企業の割合を差し引いた値）はマイナス2.9となった。前期（マイナス23.9）に比

べ21.0ポイント上昇した。

・ 前年同期比収益DI（収益が前年同期と比べ「増加」したと答えた企業の割合から「減少」した

と答えた企業の割合を差し引いた値）は全産業でマイナス6.1。前期（マイナス23.9）に比べ

17.8ポイント上昇した。

〔製造業〕

・ 前年同期比売上額DIは22.8とプラスに転じた。プラスは2007年10～12月期以来、2年半ぶり。

・ 前年同期比収益DIも17.4とプラスとなった。2006年4～6月期以来、4年ぶり。

・ 製造業全体として、売上額・収益がようやく上向いた。
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〔非製造業〕

・ 前年同期比収益DIはマイナス23.8。前期

（マイナス38.6）に比べ14.8ポイント改

善した。

・ 前年同期比収益DIはマイナス24.9。前期

（マイナス35.3）に比べ10.4ポイント改

善した。

〔全産業〕

・ 資金繰りDI（資金繰りが3ヵ月前と比べ

「楽」と答えた企業の割合から「苦し

い」と答えた企業の割合を差し引いた

値）はマイナス19.9となり、前期（マイ

ナス20.3）に比べ0.4ポイント上昇した。

・ 資金繰り見通しDIはマイナス20.7。

〔製造業〕

・ 資金繰りDIはマイナス17.3。前期のマイ

ナス20.0に対し、2.7ポイント改善した。

・ 資金繰り見通しDIはマイナス18.5と、

やや悪化の見通しとなっている。

〔非製造業〕

・ 資金繰りDIはマイナス22.0。前期のマイ

ナス20.8に比べ、1.2ポイント悪化した。

・ 資金繰り見通しDIはマイナス22.7と、

0.7ポイントの悪化を見込んでいる。

〔全産業〕

・ 残業時間DI（残業時間が3ヵ月前と比べ

「増加」と答えた企業の割合から「減少」

と答えた企業の割合を差し引いた値）はマ

イナス7.3と、前期（マイナス10.6）に比べ

3.3ポイント上昇した。

・ 残業時間の減少は続いているが、傾向は弱

まっている。

雇用

自動車部品製造業 
非製造業 

製造業 

（%ポイント） 前年同期比収益DI

増加 →
 

減少 

→
 

-100

-80

-60

-40

-20

0

20

40

60

05/6 06/6 07/6 08/6 09/6 10/6

資金繰り

05/6 06/6 07/6 08/6 09/6 10/6

見通し 
→ 

（%ポイント） 資金繰りDI

楽 →
 

苦しい 

→
 

製造業 
非製造業 

-50

-40

-30

-20

-10

0

10

05/6 06/6 07/6 08/6 09/6 10/6

（%ポイント） 前年同期比売上額DI

増加 →
 

減少 

→
 

自動車部品製造業 
非製造業 

製造業 

-100

-80

-60

-40

-20

0

20

40

60

調査レポート 調査レポート 



・ 残業時間見通しDIはマイナス11.0とな

っている。4～6月期に比べ残業時間は

減少傾向を強める見通しである。

・ 人手過不足DI （人手が「過剰」と答

えた企業の割合から「不足」と答えた

企業の割合を差し引いた値）は全産業

ベースで10.5となった。前期（11.2）

に比べ0.7ポイント低下した。

・ 人手過剰感は残っているが、緩和され

つつある。

・人手過不足見通しDIは8.2となってい

る。

〔製造業〕

・ 残業時間DIは4.7。10四半期ぶりにプ

ラスに転じた。残業時間は増加傾向に

ある。業種別にみると自動車部品は引

き続きプラスを維持し、機械器具部品

が9四半期ぶりにプラスに転じた。

・ 残業時間見通しDIはマイナス0.5。ほ

ぼ横這いの見通し。

・ 人手過不足DIは13.1、前期（17.1）に

比べ4.0ポイント低下した。

・ 人手過不足見通しDIは12.9となってい

る。

〔非製造業〕

・ 残業時間DIはマイナス17.4と、前期

（マイナス19.2）に比べ1.8ポイント上

昇した。

・ 残業時間見通しDIはマイナス19.7とな

っている。

・ 人手過不足DIは8.2と、前期（6.3）に

比べ1.9ポイント上昇した。非製造業

のうち4～6月期に人手不足に陥ったの

は飲食業。

・ 人手過不足見通しDIは4.3。飲食業と

小売業で人手不足を予想。
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〔全産業〕

・ 設備過不足DI（設備が「過剰」と

答えた企業の割合から「不足」と

答えた企業の割合を差し引いた値）

は6.5となった。前期（8.6）に比べ、

2.1ポイント低下した。

・ 設備過不足見通しDIは5.7 。

・ 4～6月期に設備投資（リース・レ

ンタルを含む）を実施した企業は

22.3％と、前期（26.2％）に比べ

3.9ポイント低下した。

・ 7～9月期に設備投資の実施を計画

している企業は22.1％となってい

る。

〔製造業〕

・ 設備過不足DIは14.5となり、前期

（17.7）に比べ3.2ポイントの低下。

・ 設備過不足見通しDIは14.1となっ

ている。

〔非製造業〕

・ 設備過不足DIはマイナス1.0とな

り、5四半期ぶりに「不足」の状態

となったが、前期（0.3）とほぼ同

じ水準である。

・ 設備過不足見通しDIはマイナス2.2

となっている。
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経費を節減する 

販路を広げる 

                              新製品・技術を開発する 

                       情報力を強化する 

                  教育訓練を強化する 

経費を節減する 

販路を広げる 

情報力の強化 

                人材の確保 

                教育訓練の強化 
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当面の経営重点施策

【調査要項】

実施期間：2010年5月25日～6月10日
調査対象：県内の当金庫のお取引先950社（下記参照）
調査方法：郵送および面談によるアンケート調査
分析方法：業況、売上、収益、資金繰り、人手などについて、「良い」（増加など）と答えた企業割合から

「悪い」（減少など）と答えた企業割合を差し引いた値（DI:Diffusion Index）を中心に分析
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